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   PARAMIDIN® capsules were administered at the dosage of 3-9 capsules daily for a total 

of 33 patients, including cases of cystitis, after surgery for phimosis and hypospadias and before 

or after surgery of the testes and epididymis. The following results were obtained. 

   1) A pronounced anti-edema effect was observed in almost all cases. 

   2) The congestion-relieving effect was examined in the cases of cystitis and an improve-

ment was found in all cases in which long-term treatment was given. No effect, however, was 

observed with short-term treatment. 

   3) Antipyretic and analgesic effects were indefinite. 

   4) Side effects consisted of gastro-intestinal disturbance and drowsiness but they were not 

so severe as to require discontinuation of medication.

1.は し が き

泌尿器科疾患は,抗 生物質の発達により極め

て良好な治療効果を得ているが,一 部の疾患に

おいては抗生物質のみの投与では適確な治療を

行ない得ない場合がある.た とえば,膀 胱炎に

おける粘膜の浮腫,充 血,お よび陰茎,陰 嚢に

対する手術時に発生する浮腫,充 血などに対す

る治療薬剤の使用が望まれる.

今回,武 田薬品(株)よ り非ステロイ ド性消

炎剤 として,パ ラミヂソ蟄の提供を受けたので

膀胱炎,包 茎および尿道下裂の手術,な らびに

睾丸および副睾丸手術症例に使用し,2,3の 知

見を得たと思われるので報告する.

H.自 験 例

1.急 性 ならびに慢性膀胱炎

膀胱炎症状を訴えて外来を訪れた患者に対して,私

どもは尿検査,静 脈性腎孟造影法および膀胱鏡検査を

必ず施行して,腎 ・膀胱結核,尿 路結石症,尿 路腫瘍

の有無を検索している,

これらの検索により確実に一般細菌による膀胱炎と

診断された患老15名 を選び,本 剤の投与を行なった.

すなわち一般に膀胱炎の治療としては,サ ルファ剤な

らびに抗生物質の投与が行なわれているが,今 回はパ

ラミヂン⑧のみの投与を行ない,確 実に本剤の抗炎症

作用ならびに鎮痛効果をみることにした.し かし排尿

痛の高度な5症 例に対しては,症 状改善を早めるため

にウロピリジソの併用を行なった(表1).
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表1膀 胱 炎 症 例

症

例

1

2

3

氏 名

鈴○き○子

金○ 英○

目○あ○子

41落 ○ あ ○

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

佐○木○恵

大 ○ あ○

大○さ○子

中○つ ○

籾 ○ と○

小 ○信 ○

山 ○ う○

柳 ○芳○

早 ○ な○

矢○ フ○

高〇五〇七

性

♀

♂

♀

♀

♀

♀

♀

年令

61

/0

6Q

36

3ア

51

40

♀62

♀

♀

♀

♀

♀

♀

δ

64

28

67

29

75

52

68

陵 与量
(カ プ セ
ル × 日)

9×10

6×12

9×2

9×16

9×16

9×12

9×20

9×16

9×16

9>〈16

9×20

6×16

9×12

6×20

9×10

膀 胱 炎 症 状

排尿痛 随 尿1残 尿感

8日 目

十 一一→ 一

8

÷ 一 → 一

昔→ 菱

8

モ十→ 一

8

甘→ 一

什→ 菱

8日 目

→十→ 一

・→ 菱

・→ 憂・→ 菱

4

十 一→ 一

4

十 一→ 一

8
十→ 一

4

十→ 一

尿所見改
善迄の日
数

4

十 一→ 一

20

軸→ 一

4

十 一→ 一

15

甘 一→ 一

8

什→ 一

15

十 一一〉一

15

十ト→ 一

4

十→ 一

8日

4

不十 一一〉変

8

升 一→ 一

20

朴 一→ 一

15

冊 → 一

8

十→ 一

8

丹 一→ 一

20

十→ 一

15

十 一一〉一

8

昔 一→ 十

4

8

.』,一 ・

20

十→ 一
8

48
+→-1

4

十→ 一

8

十→ 一

8

十 一→ 一

8

8

20

8

昌.ト →菱

膀胱鏡所
見改善迄
の日数

8日

8

8

8

20

15

15

8

併 用 薬剤

昔→ 菱

なし

なし

なし

21

十→ 一

粋→ 菱

なし

ウ ロ ピ リジ

ン

ウ ロ ピ リジ

ソ

なし

ウ ロ ピ リジ
ソ

なし

なし

ウロ ピ リジ25
ソ

15

不什→
変

・→IEI・一 菱

不冊→
変

ウ ロ ピ リジ
ソ

なし

なし

なし

副作

用

食思
不振

効 果

やや有効

著 効

中 止

著 効

著 効

著 効

有 効

有 効

有 効

著 効

有 効

有 効

鴨 やや葡

食思
不振

やや有効

無 効

i症 例 の年令ならびに性別

年令は10～75才 で,一 定年令の症例ではない.性 別

は女子が13名,男 子2名 で,ほ とんどが女子患者であ

る.

ii投 与 量

1日 量として6カ プセルを投与したものは3例,他

の12例 はすべて9カ プセルの投与を行なった.投 与日

数は最短2日,最 長20日 であり,平 均投与日数は14。3

日である.

iii膀 胱炎症状の改善状態

膀胱炎の場合,排 尿痛,頻 尿,尿 混濁が3大 症状と

されているが,こ のうち排尿痛と頻尿を主訴として来

院するものがほとんどである,こ の他問診により残尿

感を訴えるものもかな り認められる.し たがって,膀

胱炎症状としては排尿痛,頻 尿,残 尿感を観察対象と

し,尿 混濁は別に後述することにす る.

まず排尿痛についてみるに,来 院時軽度の訴えを有

した症例は6例 であるが,こ のうち4日 で改善をみた

もの3例,8日 では2例,15日 では1例 であった.ま

た中等度の症状を訴えた症例は8例 で,こ のうち8日

で改善したもの3例,15～20日 で改善をみたもの3例

であった.し かし2例 においては改善が認められなか

つた.

つ ぎに頻尿についてみるに,来 院時症状の軽度な例

は7例 であるが,4日 で 改善 をみたもの2例,8,

15,20お よび21日 で改善をみたもの各々1例 であった
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が,ユ 例においては効果は認められなかった.ま た症

状の中等度な例も7例 であるが,こ のうち8日 で改善

をみた もの4例,20日 で1例 であ り,他 の2例 は症状

の政善をみなかった.さ らに症状の高度な例が1例 に

認められたが,こ れはユ5日間の投与で改善をみた.

ついで残尿感についてみるに,軽 度の訴えを有した

ものは10例 で,そ の うち4日 で改善をみたもの3例,

8日 は4例,20日 で1例 を認めたが,他 の2例 では症

状の改善を認めなかった.ま た症状の中等度の例は2

例に認められたが,う ち1例 は8日 で改善をみたが,

1例 は不変であった.

iv尿 所見改善までの日数

尿所見は膀胱炎の症状として重要であ り,と くに膀

胱の炎症の状態を観察する極めて有利な方法である.

その改善状態 をみるに,4日 で清浄化 されたもの2

例,8日 で改善されたもの8例,20日 で1例 を 認 め

た.し かし4例 においては投与期間中に改善を認めな

かった.す なわち,8日 以内に尿所見が清浄になった

例は15例 中10例 で,そ の改善率は66.7%を 示 して い

る.
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v膀 胱鏡所見の推移(表2)

前述 の臨床症状の観察のほかに,膀 胱鏡的にみるに,

膀胱粘膜の充血,浮 腫,廉 燗がその程度の差はあって

も必ず認め られる所見である.従 ってこれ らの変化の

推移を観察することは,本 剤の効果をみる点で極めて

有利である.本 剤を投与した15例 のうち,4日 目毎に

膀胱鏡を行なった症例は11例 であるが,ま ず充血につ

いてみると,8日 で充血の消失した例は6例,15日 で

3例,20,25日 で 消失した 例はおのおの1例 であっ

た.ま た浮腫についてみるに,11例 の うち9例 は8日

で,1例 は20日 で改善が認められたが,他 の1例 は改

善が認められなかった.さ らに魔瀾についても観察し

たが,本 剤の投与前には6例 において魔燗が認められ

たが,こ の うち5例 はいずれも8日 で消失した.し か

し1例 においては改善を認めなかった.

以上の膀胱鏡所見をまとめると,表2の ごとくで,

膀胱粘膜の充血,浮 腫,魔 燗などの所見が8日 で消失

した例は11例 のうち5例 であ り,15日 で消失した例は

3例,20,25日 で消失した例はおのおの1例 であった,

しかし1例 においては所見の改善を認めなかった.

表2膀 胱炎症例における膀胱鏡所見の推移

症例

1

4

5

6

7

8

9

10

Il

12

14

氏 名

鈴 ○ き ○ よ

落 ○ あ ○

佐 ○ 木 ○ 恵

大 ○ あ ○

大 ○ さ ○ 子

中 ○ つ ○

籾 ○ と ○

小 ○ 信 ○

山 ○ う ○

柳 ○ 芳 ○

矢 ○ つ ○

性

♀

♀

♀

♀

♀

♀

♀

♀

♀

♀

♀

年令

61

36

37

5玉

40

62

64

28

67

29

52

投 与 量ρ

9カ プセ ル ×1Q日

9×16

9×16

9×12

9×20

9×16

9×16

9×16

9×20

6×16

6×20

膀 胱 鏡 所 見

浮 腫 充 血陣 燗

8

昔一→ 一

8

升→ 一

8

十 一一〉一

8

十 一→ 一

20

粁一→ 一

8

十 一→ 一

8

十 一一〉一

8

十 一→ 一

8

十→ 一

8

十→ 一

+→ 不変

8日 目

十 一一〉一

8

卦 一→ 一

8

升 一→ ±

8

廿 一→ 一

20

粁 一→ 一

15

什 一 → 一

15

粁 → 一

8

甘→ 一

25

砦 一→ 一

15

卦 一 → 一

8
甘→+

8

十 一一今 一

8

十 一→ 一

8

十→ 一

8

十→ 一

8

十 一一〉一

+一→ 不変
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vi効 果

効果の判定は,次 の基準に従い,著 効例,有 効例,

やや有効例および無効例の4段 階に分類した.す なわ

ち8日 以内に症状,尿 所見ならびに膀胱鏡所見がすぺ

て改善された症例を著効とし,9日 以上25日 以内にす

べての所見の改善をみたものを有効とした.ま たいず

れか1つ でも症状な らびに所見の改善をみた例はやや

有効と判定した,以 上の基準に基いてその成績をみる

と,著 効例は15例 のうち5例,有 効例は5例,や や有

効例は3例 であり,無 効例ならびに投薬の中止した例

はおのおの1例 に認められたに過ぎない

2.包 茎および尿道下裂の手術症例(表3,図1)

包茎 および尿道下裂など,陰 茎に異常を示す症例に

加えられる手術の場合は,手 術の難易および技術の差

によって 種々の程度の浮腫の招来 と,そ れに伴う疹

痛,充 血,水 泡形成などが認められる.一 般に炎症防

止として抗生物質の投与が行なわれているが,こ れの

みでは浮腫,充 血の防止とはならず,し ばしば泌尿器

科医を悩ますものである.し たがって私共も,手 術の

技術に細心の注意を払っている現状であるが,今 回パ

ラミヂソ⑪を術後,抗 生物質と併用したところ,術 後

の管理上かな り有効な所見が得られた.

その成績をみるに,ま ず投与量は1日3(小 児)～

腫

脹

率

劣
20

/∫

ノ0

5
第22例

第13例

第/θ例

第ノ7例

第16例

第20例
ts21,23,24例

街2 日

前 目

4

日

目

6

日

目

8

日

目

〆O/2術 後 経

冒 冒過日数

図1.包 茎および尿道下裂手術後の陰茎腫脹率

表3包 茎および尿道下裂手術症例

症例

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

氏 名

勉 ○ 清 ○

穐 ○ 和 ○

伊 ○ 庄 ○

永 ○ 国 ○

佐 ○ 一 〇

久 ○ 雅 ○

吉 ○ 寿 ○

加 ○ 正 ○

壱 ○ 勝 ○

大 ○ 宏 ○

年令

26

24

18

21

25

25

18

33

26

5

術 式

包茎手術

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

尿道下裂

投 与 量

6カ プセ ル
×12日

6×12

9×6

9×8

9×8

9×8

9× 互0

9×10

9×7

3×5

疹痛 充血 水泡
浸潤液お
よび分泌
液

(4日)
十 → 一

発熱 副作用

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

効 果

有 効

有 効

有 効

やや有効

有 効

有 効

有 効

有 効

有 効

有 効
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9カ プセルで,投 与期間は5～12日 間である.次 に膨

脹率を9例 について算出したが,術 後に全 く浮腫の認

められないもの,ま た,浮 腫が認められても膨脹率が

5%以 下の症例は5例 であった.他 の4例 では10%以

上20%以 下の膨脹率を示したが,い ずれも12日 目には

かなりの改善を認めている.い わゆる,抗 浮腫剤のな

かった時代の手術後と比較して浮腫が発生しないか,

発生しても程度が軽 くなってきていることは手術の技

術的進歩をかなり考慮に入れたとしても,本 剤に抗浮

腫作用のあることを示すものと考えられる.そ の他,

疹痛,充 血,水 泡を招来しないことから,本 剤が優れ

た抗炎症作用を有していることが考えられる.
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3.睾 丸および副睾丸手術例(表4)

睾丸および副睾丸の手術でも陰爽に浮腫の招来する

ことが多い.し かしこれも手術の難易によって差がみ

られ,手 術手技の煩雑なものほど浮腫が強く認められ

る傾向があり,し ばしばその対策に困ることがある.

この対策として私共は本剤を表4の ごとく,術 前 より

投与を行なったところ,術 後浮腫の発生はいずれ も軽

度であ り,ま た6日 以内にいずれも消槌している.す

なわち前述のごとく,浮 腫の発生は手術の難易にまっ

て差が認められるが,本 剤を投与した症例ではいずれ

も術後6日 で消失している.す なわち本剤に抗浮腫作

用のあることを示しているものと考えられる.つ いで

表4畢 丸および副睾丸手術症例

症例

26

27

28

29

30

31

32

33

氏 名

宗 ○ 正 ○

富 ○ 泰 ○

千 ○ 光 ○

熊 ○ 綱 ○ 郎

遠 ○ 賢 ○

萩 ○ 修 ○

氏 ○ 賢 ○

駒 ○ 雅 ○

年令

15

69

20

55

2i

16

9

11

術 式

代用睾丸挿入

除睾術
代用睾丸挿入

右副睾丸摘除

両側睾丸摘除

左側睾丸摘除

両側聖丸固定

〃

左側睾丸固定

投与開始

術前
2日 目

術後
2日 目

〃

〃

〃

〃

〃

〃

投与量

6カ プ セ

ル ×9日

6×9

9×7

9×9

9×7

6×6

6×8

6×8

浮 腫

5日 目

十 → 一

4

十→ 一

4
十→ 一

4

十 一→ 一

4
十→ 一

6

十 一一〉一

4

十 一一〉一

6
十→ 一

痙 痛

5日 目

十→ 一

6

十 一→ 一

6
十→ 一

6
十→ 一

10

冊 → 一

6
十→ 一

8

十 一一→ 一

10

十 → 一

創の
状態

良好

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

発熱の
期間

2日 間

2

2

2

3

2

3

副作用

催眠

効 果

著 効

著 効

著 効

著 効

著 効

著 効

著 効

著 効

疹痛に対する効果について鎮痛剤を併用せずに観察し

たが,痙 痛の消失までに要した日数は5～10日 であっ

た.す なわち本剤の鎮痛効果は,あ まり期待でぎない

ものと思われる.

表5副 作 用
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4.副 作 用(表5)

3～9カ プセルを1日 量として33例 に投与したが,

副作用は,胃 腸障害を3例 に,催 眠作用を1例 に認め

たにす ぎない.ま た同時に発疹,口 内炎,眩 畳,な ら

びに出血傾向についても観察を行なったが,こ れらの

変化は全く認められなかった.

皿.考 按

非 ス テ ロ イ ド性 消 炎 剤 と し て 新 し く開 発 さ れ

た パ ラ ミヂ ン ② は1カ プ セ ル 中 にBCP(5-n-

butyl-1-cyclohexy1-2,4,6-trioxoperhydro-

pyrimidine)100mgを 含 む カ プ セ ル 剤 で あ り,

動 物 実 験 で は 消 炎 作 用 な ら び に 局 所 の 浮 腫 消 裾
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において著 しい効果を示し,毒 性 も弱 く,ま た

良好な血中濃度を 保ちうることが 知 られてい

る1～3).

臨床的にもその効果は良好であり,伊 藤4)は

整形外科領域における使用経験から,手 術後の

腫脹抑制効果が著明であったと述べており,浅

山 ら5}も著明な消炎効果を認めたと報告してい

る.

私共 も,ま ず抗浮腫作用の検索を 行 な っ た

が,膀 胱炎患者においては膀胱鏡的に日時を追

って観察したところ,ほ とんどの例で抗浮腫作

用が著明に認められた.ま た,包 茎および尿道

下裂ならびに睾丸および副睾丸手術の前後にも

使用したが,同 様に抗浮腫作用が認められた.

次に充血緩解作用について,浅 山ら6)は家兎

を用いて実験的眼内炎を作 り,本 剤の効果を検

索しているが,本 剤投与群では充血,出 血等が

対照群に比して軽度であったと述べている.私

共も膀胱炎患者においてこの点の観察を行なっ

たが,短 期間の投与で膀胱粘膜における充血の

改善は認められなかった.し か し長期投与を行

なった場合にはほ とんどの例で改善が認められ

た.

またこの他膀胱炎については,自 覚症状およ

び尿所見についても検索を行なったが,自 覚症

状の改善は可成 り良好であり,さ らに尿所見に

関しては大部分の症例で良好な改善状態を示 し

た.

次いで解熱,鎮 痛効果についてみるに,伊 藤

ら4)は整形外科領域において,こ の点の観察を

行なっているが,鎮 痛効果は著明に認められな

いが,解 熱効果は可成 りの例で認められたと述

べている.し かし稲田ら7)は解熱効果,な らび

に鎮痛効果共にあまり著明ではなかったと述べ

ている.私 共の症例における成績でも稲田らと

同様に確実な効果を見出し得なかった.

最後に副作用についてみると,浅 山ら5)・伊

藤 ら4).稲 田ら7)はいずれも胃腸障害を一部の

例 にお いて認 あてい るが,私 共の場合 も同様で

33例 のうち3例 に胃腸障害 を認めた.ま た催 眠

作用につい て,伊 藤 ら4),稲 田 ら7},佐 野 ら8)は

全 く認めなか った と述べ てい るが,わ れわれの

症 例では1例 のみで はあるが,明 らかに催 眠作

用が認め られた.

この他,発 疹,口 内炎,眩 量,出 血傾 向につ

いて も充分 な観 察を行 な ったが,み るべ き変化

は認 め られなかった.

以 上 の 事 か らパ ラ ミヂン⑪は副作 用 も少 な

く,著 明な消炎効果が期待 で きる薬 剤 の1つ で

あると考 え られ る。

IV.結 語

パラミヂン②カプセルを膀胱炎症例,包 茎お

よび尿道下裂 の手術症例,な らびに睾丸および

副睾丸手術時に投与 し,つ ぎの結果を得た.

1.ほ とんどの例で著明な抗浮腫作用が認め

られた.

2.充 血緩解作用については膀胱炎の症例を

用いて観察 したが,短 期間投与では効果を認め

なかったが長期間投与では全例に改善が認あら

れた.

3.解 熱,鎮 痛効果は,こ れを確実に見出す

ことが出来なかった.

4.副 作用 としては胃腸障害 と催眠作用が認

められたが,投 与を中止せざるを得なかった も

のは1例 のみであった.
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